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正
文

　今年度も残すところあとわずかとなりまし
た。どこの学校でも、三月の別れがやってきま
す。私がお世話になっている戸狩小学校では、
三十一名の六年生が中学校の学舎へ巣立ってい
こうとしております。この一人一人の子どもたち
が、希望に満ちた明るい未来に向けて歩んでほ
しいと願わずにはいられません。　
　本校では、十月の中旬に「互いの違いを知り
合い（愛）、認め合い（愛）励まし合って（愛っ
て）生活する子どもたちの育成」を願って「ハー
ト旬間」が行われました。全学級で人権に関す
る授業を行うことはもちろんのこと、全校の児童
による「なかよし集会」や道徳資料のビデオ視
聴などの活動が行われました。
　そして、この旬間中に、友達からかけてもらっ
たやさしい言葉やしてもらってうれしかったこと
をカードに書いて中央廊下に掲示しました。「ケ
ガをしたとき、大丈夫って言ってくれた。」「いや
なことをいわれたとき、友達がなぐさめてくれ
た。」「一人で帰ろうとしたら、一緒に帰ろうといっ
てくれた。」など、心温まるものがたくさんあり

ました。また、中にはカードに書いた漢字にふり
がなを書き添えて、低学年の人にも読めるよう
に心配りをしたものもあり、子どもたちの感性の
素晴らしさに感心させられ、相手を思いやるこ
との大切さを教えられた思いがしました。
　しかし、子どもたちが毎日生活している中で
は、小さなトラブルが生じているのも現実です。
これは、言葉の行き違いや表現方法の未熟さ
によるもので、成長過程の子どもたちにしてみ
れば当然のことかもしれません。大切なのはそ
の後だと思います。これをよい機会ととらえて、
子どもたちとじっくり話し合うことで、こんな言
い方をすれば相手はいやな気持ちになるんだと
か、こう言えば自分の気持ちを正しく伝えること
ができるんだということを具体的に学ぶ場とな
るようにしていくことを大切にしています。なか
なかうまくいかないこともありますが、その積み
重ねが子どもたちの人権感覚を育てることにな
ると期待をしています。そして、日々、子どもた
ちの素晴らしい感性に触れながら、教師自身も
人権感覚を磨くことは言うまでもありません。

　ふるさと館では「ひな人形展」を開催しています。

　江戸時代に流行した享保雛をはじめ、商家に伝わる古今雛、

そして現代までのひな人形およそ270点を展示しています。

段飾りのほかにも宮殿雛、吊るし雛、木目込み人形などのさ

まざまな種類の人形を展示中です。

　健やかな成長・幸せを願う思いが込められた飯山のひな人

形をぜひご覧ください。3月27日（日）まで開催しています。

☆開催期間：平成23年 2月8日（火）～3月27日（日）

☆時間：午前9時～午後6時（入館は午後5時 30分まで）

☆会場：飯山市ふるさと館企画展示室

☆入館料：大人200円　小中学生100円（市内小中学生は無料）

☆休館日：毎週月曜日（月曜祝日の場合は翌日）
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収
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ふ
る
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と
館
親
子
食
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「
大
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と
そ
ば
を
育
て
て
み
よ
う
！
」が
終
了

①猛暑のなかの草取り。②足踏み脱穀機を使って
　豆はたき。

③つぶした大豆と麹、塩を
　まぜる。

④みそ玉をペットボトルにつ
　める。半年後完成です。

「ひな人形展」
         ふるさと館で開催中

美術館情報

常設展のご紹介

現在、美術館では郷土にゆかりのある

美術家の作品約 60 点による常設展示を

行っています。

裏表紙に掲載している『室内』長谷川

青澄作は、今回展示している作品のうち

の一点で、昭和 40 年代、長谷川画伯が

ご結婚後に奥様（由子様）をモデルとし

て描いた作品です。

題名に従い室内を見ると、和服姿の女

性がソファに座り、その背景のキャビネ

ットには壷などが飾られています。高度

経済成長の真っ只中にあったこの時代、

日常生活にも次々と西洋の文化が取り入

れられていきましたが、この作品は、異

なる根を持つ文化を画面上で対比させ、

それぞれの特徴を際立たせながら、独自

の作品世界を生み出しています。

（※『室内』は 4 月 21 日（木）まで展示

しています。）


